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条件、cathodal tDCS後に PESを行う（cathodal tDCS → 
PES）条件とした。Cathodal tDCSは左M1に陰極電極、
右眼窩上に陽極電極を貼付し、1 mAで 10分間行った。
PES は右手関節部の尺骨神経へ刺激頻度を 30 Hz、強度










は 75.9 ± 8.1%であり T0 に比べての有意な低下が認め




























図 2．各介入後のMEP ratioの経時的変化 
 
じると報告されている（Nitsche et al.,2000）。本研究に












かし、本研究で実施した cathodal tDCS では介入後に
MEP ratio低下の一定した持続効果が得られず、先行研究
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